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カムチベット語維西搭城[mThachu]方言におけるそり舌化母音

ーその音声学的特徴の記述と分析ー

鈴木博之

E はじめに

1.1 維西県塔城鎮のチベ‘ッ ト語

中国雲南省迫慶撒族自治州維西{剰菓族自治県南部を中心に話されるカムチベット

諾 Sems-kyi-nyiJa(呑格皇位)方言群 Melung(維西塔域)下位方言群に属する各種

方言1は、チベ ット語諸方言の中でも非常に際立つ「そり舌化母音」ゃ 「咽頭化母音J

をもっということが近年の研究によ って判明してきた。鈴木、ツ.ェ.リ ・ツォモ (2007)

はそり骨化母音をもっMelL旧g(保利 ・水審)方言を扱い2、Suz此i(2009c)は咽頭化

母音およびそり苛化母音をもっZhollarn(穆天間厩厩塘/勺済)方言を扱っている。し

かしながら、 Melung下位方言群の中で最も多くの話者を有する m百lachu(塔城)}j"

言3については、 1950年代の中国の少数民族言語一斉調査 (普査)のとき に調査さ

れ4、また先行研究で部分的に資料が用いられることがあった(鈴木(2009)、張滑川

(2009:311・312)など)ものの、全体像はこれまでに紹介されていない。

〈志位回傑傑族自治県概況)(2008:35・40)に記載されている 2∞4年時点での人口資

料に基づくと、 Mclung下位方言群が朋いられる郷鎮に居住するチベット族の人円は

以下のようである。

1.保利鎮 :553人 3.搭城鎮 :7257人

4.馨天閣郷 :1284人2. 7k春郷 :186人

l方言区分については Suzuki(2009a: 17)を参照。
2同論文では、そり舌化母音を rr化母音Jと呼んでいるが、fr化jという表現が多義で

ある (cf.黒i華2001)ことから、その使用を避けて調音方法を的確に去す川諸で言い換える。
3mThachu方言の話される塔峨鎮では、下位方言区分の異なるチベット語方言も話されて

u、る。本稿では、其宗村及び巴珠村・で話される方言以舛を mThachu方言と呼ぶ。
4このときの資料では、地点名が「臓普I~立普J となっている。 その名制; !ま匝舘堂 (199 1)や

Zhang (1996)に見える。当該地r-，の歴史にっかでは呉光市(2009:244・245)参照。
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以上のうち、保和主1・永春郷の場合は他の郷鋲から移住してきた人が大半を占め、

Melung下位方言群に属さない Budy(巴迫)方百を刷いる地域の出身者も いる。そ

して、この地域ではもはや日常的にチベッ ト訴を用いる機会がほとんどないという

(鈴木、ツェリ ・ツォモ2007:94)。塔城鎮の場合、主に其宗村及び巴珠村で話される

チベッ ト語は Melung 下位方言群に属さないため、 これらの話~.の数も除外しなけれ

ば Melung下位万言群の方言の話者数を示すことにならないが、詳細な資料がない

ため不明である。さらに、どの地域においても若年層ではチベッ ト語を話さない人

もいるため、以上1こ示した数よりも話者数は少なくなるけれども、磐城鋲の居住人

口がMclung下位方言群を用いる人の中で大半を内めていることは明らかであろう。

1.2 そり舌化母音を取り上げる背景

鈴木、ツェ1).ツォモ (2007)が記述した Melung方言は、チベット語諸方言の中で

本来語の音素としてそり告化母音が認められるという 、きわめてまれな類型特徴を

もっ方言である50 しかしながら、Melung方言はもはやほとんど話者がおらず、収集

された語棄の総数も少ない。一方、この方言と同ーの下位方言若手に所属する Zhollam

1]言では、そり舌化母音はあまり記述されず、その代わり多くの例に咽頭化母音が

認められる (Suzuki2009c)。その中で、mThachu}j言はこの下位}j言酵の中で最も

多い話者数を擁 し、 かっそり舌化母音がMelung方言よりも多くの語葉に見られる

ことが分かつたため、その記述を過してそり舌化母昔の特徴を明らかにすることは、

この下位方言群全体をより詳細に特徴づけることにつながるといえるだろう。

また、別の側画として、そり苦化母音それ自体の音声特慨を精密に記述する目的

もある。鈴木、ツェリ・ツォモ (2007)はそり舌化母膏のことを ir化母青Jと呼ん

だが、乙の rr化」が調背背声苧-的に多義であることが報告されている九それゆえ、

ir化Jは音声実態を表す用語ではなく、当該現象を調音音声学的に的確な用語を用

いて表す必要性が生じている。そしてこれは、mThachu方言の近隣に話されるナシ

語にも通じる|問題になる7ため、細心の注意を払った記述が要請される。

本稿では、以上に述べた指摘を踏まえつつ、mThachu方言のそり青化母音をもっ

語の記述を行い、その音声学的な特徴を指摘し、簡単にその来源について整理するo

5迫慶州のチベット語の方言分類を議論した鈴木 (2008)とMelung下位方言群の方言所
属を議論した Suzuki& Tshering mTshomo (2ω9)によると 、そり舌化母音の存主によって
Melung下位方言群が特徴づけられることから、そり舌化母音に関する議論は方言分類にも
影響を与えることになる。

6詳細は Ladcfogcd(2006:224・226)、黒海(2001，2009)を参照。
7詳細は黒海 (2001)を安照。
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1.3 本稿で用いる言語資料

本稿で用いる mThachu方言の言語資料は、筆者の現地調査で得られたものである。

主な調査協力者はランゾン [Lha・'dzoms]さん (女性)で、維西県塔域鎮何那村出身

である。チベット詩とナシ語の二言語併用8を日常とし、雲南漢詩も理解する。調査

は2010年2月維西県塔城鎮で行った90主に議論の対象とするのは語の引用形式で、

文中に現れる JI~式は必要な場合を除き触れない。また、本稿で対照するその他の言

語および方言は、出典を明記しない限り全て筆者の現地調査によって得たものを用

いる。

2 mThachu方言の母音組織概観

mThachu方言の母音組織について、舌位置を基本とする一覧は以下のようにな

る100

旧 日J U 

。 0;:> 。
E 3 

a 12 0 

以 tの舌位置に対し、それぞれ長/短、鼻母音/非鼻母音、そり舌化/そり舌軟口蓋

化/非そり舌化も対立する。しかし、必ずしも全ての母音がこれらの対立をもつわけ

ではない。そり舌化に注目した母音の分布は以下のようになる。

二次的調音なし

そり舌化

そり舌軟口蓋化

e r a ~， 官 a ~ 0 u UJ lt e 

e、 E、 θ内 3‘ O九 U‘ W" U‘ 

~， o~Y 

このほか、 aにはp岡頭化の音色11がかぶさる例([内)があるが、基本的に末尾に声

門閉鎖を伴うときに限られる ([a~?]12)ため、咽強化母背を母背組織には含めない口

8塔城鎮の言語使用状況はきわめて慢雑で、チベット語とナシ語の双方とも社会的上位言
語になりうる。家庭の中でも状況によっては両者が用いられる。加えてマリマサ語とリス語
を身につけている人も珍しくない。主な調査協力者はチベット放であるが、このような多言
語環境の中でチペヅト語もナシ語も母語並みに身につけている。

9~答城鎮での調査は筆者の友人である和J&軍きんの紹介で実現し、調査寸1 も必要に応じて
筆者の漢語による質問をナシ語で調査協力者に伝えるなどの協力を得た。また調査の一部に
は、主な協力者の親戚のチベット諾話者も同席し、発音および語棄にワいての情報を得るニ
とができた。

10チ音および声調についての一覧は、本稿末尾の付録に示す。

11この音声は舌恨を咽頭硬に接近させるこ Eによって実現される。
12これはla711こ含まれる変異昔である。
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3 そり舌化母音の音声実現

3.1 mThachu方言におけるそり舌化母音の音声記述

ζζでは、 mThachu1)言におけるそり舌化母音を含む例を記述し、その音戸実現

の詳細についても整理する。

mThachu方言におけるそり苫化母音の全般的な調音音声学的特徴は、母音の調百-

時に舌尖を後部歯茎~前部破門長に向かつて持ち上げる動作によって実現されるも

のといえる。そのため、そり舌化は母音の二次的調音として位置づけることができ

るだろう。この調音動作で現れるものを 日 と記述する。たとえば、以下のようで

ある。

-JY.d、「雲」

'fi<}も fllJJ

b̂e--nn? ["ハエJ

'b--["ナイフj

以上のような例におけるそり舌化は、基本的に母音の調音が始まった後に舌尖が

持ち上がる特衝をもち、母音の調音の聞に舌の位置 ・形状に変化が起き 、かつ母音

調音時に継続的なそり舌性を帯びるものであるomThachu方言では、先に示したよ

うに、全ての母音がそり舌化で現れるのではない。また、そり舌化母音は舌位置に

おいて対応する非そり舌化母音と必ずしも舌位置が近似するわけではなく、いくつ

かは母音の調音開始時においても比較的差が大きくなる。主要な音声実現は以下の

ようになる。

二次的調音なし そり舌化

leI Lej Ie:-I Le"j 

/ε/ Lt:j Ir.‘/ L~j 
? 

1';11 匂，1，1] /か/ [;:'''] 

101 [:>1 Iy-/ [Q"] 
101 [oJ 10'"1 [0"1 

lul flJl luι/ [u"l 
/四1 f田l 1mもI [掛叶

lu/ [u] lu"/ [ ~I"] 

特に二次的調音を含まないわ/は菅質の大きく異なる異音を複数持つが、基本的に

は初頭干音による条件変異で、[}Jは歯茎音に後続するときに、lリはそり苫背に後続

するときに現れうる。その 『方でそり骨化の/fJ"1は初頭子音が何であれ、青位置の一

定した音声実現になるという点に注目できる。

また、母音の調音の後半に注目すると、母音の調音が終わった後、つまり 出わた

りに舌尖が持ち上がった状態で発音が維持される ことはなく 、["JJや l叶 といったよ
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うに末尾に接近性の械めて高いすなわち子音的な要素が残存することはない。それ

ゆえに、そり舌化母音をNL， V.l}などと表記するのを避け、 /vイと表記する。

阿唇音を初頭寸音に持つ例の中には、そり舌が母音の調音を開始する時点ですで

にそり舌の状態を形成しているものがあり、そのような場合はわたり音としてそり

舌接近青[.t]が挿入されているような聴覚印象を受ける。たとえば、以下のようで

ある。

f̂id手rmbe~: r架j

[mb旬、:，mblザ :]

'Uh-tr-rIJ r iKJ 

[bd1J， b~;r-lJ] 

しかしこのような音声実現も、重要なのは吋音の調音全体もしくはその後半にか

けて形成されるそり舌の調音動作であるため、わたり音にIrlを認めることはしない。

初頭子音が両容音の場合に以上の音声現象が現れるのは、おそらく岡容の調音に舌

カ'1胡わらないためであろう。

同様に、初頭子菅が/6/の場令も、いくつかの語においてさらにそり舌化と異なる

二次的な調音が加わることもある。たとえば、 以下のようである。

市怖か:thU? r骨」 、tshefi~u可「長寿」

以上のように、/釘の場合は初頭子音の調音時IJから母音の調音にかけて一次的調

音がかぶさる場合があり 、音声学的にほ Ui.]そのものの三次的調音として実現され

ているものとみなせる。このときの二次的調音にほ、以上に示した阿唇軟口蓋化の

[目W]と軟門菱化の [fi"]の 2種がある。これらはいずれも単なる刊]とは交替できな

いため、それぞれIfi¥¥'I、/が/と記述される。一方でIfiW1は [w]と発音されず、/日ilも[γl

と発音されない140 前者の場合はlfu・IfjWI・Iwlの聞に対立を設、めることができる。

'fid"" r山」
百W::r-:th1ll7 r骨J
'w~ pg iめじろj

さらに、現時点での語業資料の中ではItiW
/はそり舌化母音とのみ共起している。そ

の一方で、 /fi~1は以下のょっにそり青化母音を伴わずに現れる例がある。

13厳密には子音訊音開始から少し遅れてー二次的調音が行われる。
14mThachu方言ではIwlも"(1も音素として投定される (末尾の了音表を参照)。 それらの実

現形と [fìW • fi~] 左いう発音は混|司きれないから、後者ーはそれぞれlfì'"人 IfiïJと記述される必要
がある。
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官、:r山羊j '{-e且'(l'ln酉j

なお、 「洞」の第2音節は-fi"(o7r整理する」とよく似ているが、両者の初頭子音

(ま混同されることはなく、弁別的である。

さらに加えて、いくつかの訴ではそり青化母音の調音にさらに軟円蓋化がかぶさ

るものがある。すなわち軟口蓋化というこ次的調音が、そり青化と同時かもしくは

やや遅れて母音の調音が開始されて以降に現れてくるものである。この場合、舌の

形状は舌面中央がへこんだ状態になり、舌尖と舌背後部でいわば|司時調音的にせば

めを作っているといえる。この背は、現時点での語嚢資料の中では初頭子音1&との

み共起している。たとえば、以下のようである。

'fio~"8 pu r友人j '(id"Y j c r尾根j

このそり舌軟口蓋化母音は、発話速度が速い場合軟口蓋化の要素が弱くなること

があり、聴覚印象としてはそり舌化母音左大きな違いが見られなくなるが、発話速

度がゆっくりの場合は明瞭に軟口蓋化も起こっているのが認められる。

これに対し、そり舌化が弱くなり軟口蓋化が主たる二次的調背となるといった、

逆のパターンの発音lま決して起こらないことに注怠しなければならない。あくまで

もそり舌化が主たる発音となる。この言及が重要な意味を持つのは、ナシ訴の音声

との対比においてである。ナシ語には先行研究でIdrlなどと表記される母音があり 15、

塔滅鎮で話される方言の lつである啓別1y言の筆者の表記ではねりとなるけれども、

これとカムチベット語mThachu}J青の/ゲりとは音声学的に峻別されなttれ(まならな

い。 特に母音・の開口度に大きな差異が出て、ナシ諾啓別方言のね~Iは r::il\ 13¥'1で実現

される傾向がある一方、カムチベット語間百lachu 方言のI~\Iは [~X] というように、

舌位置は中舌半狭を保つ傾向にあり、両者は話者によって音声学的に完全に区別さ

れるようである 160

3.2 他のMelung下位方言群の方言におけるそり舌化母音との対比

ここでは、以上に述べた mThachu方言のそり青化母音と、先行研究で明らかに

されている Melung 方言および~Zhollam 方言のそり苦化母古ーの音声学的特徴を対比

15これについては黒沼(2001，2009:71)を参照。ナシ誌の記述においては、表記が表す音声
実現とそれに付する表記方法との問に非常に樫雑な問題がある。本稿はナシ語の問題を扱う
わけではないため、詐制は割愛する。

16筆者の調査協力者がカムチベット語mThachu方言とナシ語啓別方言の2言語を母語並み
に操るため、このような判断が可能となった。なお、この音声学的差異は、筆者が直嬢「チ
ベット語とナシ語の発音の追いが認められるかJと尋ねたことによっているのではなく 、筆
者の実際の発音を聞いた協力者から両者の音声学的な違いについて自然な発話として聞きだ
せた点、注記しておく。このため、この言及には十分な信頼性があるといえる。
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する白

L. Melung hf5 (鈴木、ツェ ')・ッォそ 2007)

そり舌化母音(まI'J'-'， E~， 'J'"Iのみが認められる。しかしか/が大部分の例を占め、

明らかにそり舌化母子干の出現には母背の背質による制限がかかる。そり舌化の

主たる調音lまmTl1achu方言と共通で、母音調音時における継続的なそり舌性

を帯ぴたものである。ただし 1音節詩では母音の入りわたり 、出わたりともに

接近性のきわめて高い子音的要素をi半わないが、後続音節の存在する語のー部

でそり舌化母音を含む音節の末尾にIrlが認められ、この点でmThacbu方言と

異なる。

2. Zhollam方言 (Suzuk:i2∞9) 

そり舌化母音はI<Y"Iのみで、しかも具体例がきわめて少ない。そり舌化の主た

る調音は mThachu方言と共通で、母音調音時における継続的なそり舌性tlif

びたものである。mThachu方言と同様、そり舌化母音の前後にはわたり音的

なそり舌の要素を伴わない。

4 そり首化母音とチベット語文語形式の対比

そり舌化母音はその存在がチベット語方言研究上きわめて珍しい要素であるため、

それを持つ Melung下位方言群を扱う先行研究では、ぞの来源に関する議論が優先

的に行われてきた110 mThachu方言についても、そり舌化母音の共時的記述の次に

は、その来j原に興味がもたれる。

以下では、Melung下位方言群を扱う先計研究で明らかにされているそり舌化丹音

の来源を踏まえ、そり舌化母音をもっ語をチベット文語形式(以下 I稿文J)と対照

して、その特慨について考察する。その際、次のように蔵文形式に基づいて分額し

て示す。

l蔵文基字rをもっ形式』こ対応するそり舌化母音

2.蔵文足字rをもっ形式仁対応するそり舌化母音

3.蔵文対応形式に基字/足字 rを合まない、もしくは蔵文に対応する形武をもた

ないもの

11特に鈴木(2009)や Suzukl(2009c)が通時酌分析を中心に議論している。
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ここでは、以上の区分に基づいて整理することを主たる目的とする。以上の 1.，2.

の対応関係を待られればmThachu方言の事例も Mclung下位方言群の他の方言と同

様に整理できる 18ということを意味している一方、3.の場合は m明】achu方言に特有

の現象であるということが理解できるロなお、そり舌化母青への発展過程に関する

問題は扱わない19。

なお、以下に示す例の中には、口語形式と蔵文との閣に完全には対J.i:.:関係を符ら

れない場合も少なくないが、蔵文に初頭T音 (群)に rを含む音節の対応関係を中

心に整理した点、断っておく 。

4.1 蔵支基字 r対応形式

この場合は基本的に初頭子音が/fi，fi¥'， fi"'/になる。

l そり舌化母昔を含むもの

蔵文 mThacbu万言 語義

n ' fì~‘ 山

ri ? ' Fìd~ jc 尾根

ruspa マiW~~: thu7 F円. 

sgang rus -Egδ fiW伊 : 背骨

tshe ring 、tshe6¥' u~1J 長寿

ri dwags 'fi;:r dn? 狩人

Fり'gspo 百O... S pu 友人

rasskuc/ 百か:hkH! 糸

ras '.fi~: 布

ske rags -llkき fi~d"? JてJレト

red 百。: よろしい

rmg '.fie'~ "dl.o: tnt! 長い

rogs byed '.fi()""Y: 'be 助ける

rtl1g 'fi¥'u、り 伸びる

2.そり舌化母音を含まないもの

蔵文 mThachu方言語義

ra 百~e; 山羊

rwa 'wa: 角 (つの)

αrag '?e fi.¥'01 i画

18ただし ZhoJlam方言では、以上の分類基準に関わる蔵文対応形式の大多数に咽頭化母音
が対応する。

19そり舌化母背への発展過程l二関する議論1.:):鈴木(2009)を参照。
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そり舌化母音を含まない以上の3語は、それぞれ母音le，a， 0/について、mThachu

方言では対応するそり舌化母音カf存在しないものであるから、そり舌化母音に

発展しなかったのはその共時的な出現の制限を受けているといえる。

参考資料

この対応関係に関して、張消JII(2009:311・312)にはおそらく 1950年代に巾固で行

われた一斉調査のときに記録されたと考えられる mThachu方言(原文では「投普」

と表記)の形式が挙げられていて、それによると次のような形式がある200

蔵文 mThachu11言語義

ra fiar 山羊

ra.s 且er 布

rwa war 角(つの)

それぞれの音表記の末尾チ音rが本稿でのそり舌化を表すものと対応関係にある

といえるが、実際のところは「布」の例を除いて能者の記述にそり舌化母音は含ま

れていないことに注目できる。この差異の由来は不明であるが、年代差、地域差、

個人差などの要閃が推測できる。

仮に、 1950年代の mThachu方言が張糟I11(2∞9:311・312)の記録のとおり母音に

二次的調音が反映されていたと考えるなら、筆者の記録による mThachu方言の「山

羊jはそり舌化母音の特徴をもたないため、歴史的に串ra>自創岡>fi\'~ という音変化が

生じた可能性がある。このような音変化の妥当性は検証を要する。

4.2 蔵文足字 r対応形式

以下では、蔵文阿唇音字+足字r、蔵文軟口蓋音字+足字r、ζれら以外の基字+

足字rに分けて整理する。

4.2.1 蔵文両唇音字+足字rの形式に対応するそり舌化母音

この場合は基本的に初頭子音が両惇音/phtp， b， I凶を含むものになる。

20張済川(2009)に引用される万言形式は、一部を除いて戸詞の記載が省略きれている。次
に引用する形式にも声調の記載がない。

-35ー



鈴木博之

1.そり舌化母音を含むもの

蔵文 mThachu方言 語義

sprrn JXlん 曇コ=
'bmg glog 'mb~7 ]07 r笛p圭

char sprifl 't1?hr:肱ア 重

c1whbrom ' t~nr"'" bO"IJ 氷

'bru Vling me--: 2plJ 水田

'phfVg 、刊pha--7 強盗

'b印 8 吋llba"-7 龍

sprel hp旧鳥! 猿

sbrang nag Abe" no? ハエ

sbrang mo b̂e--mu ミツノTチ

rgyo/ 'bru Afìd~εmb\:l~: 栗

rdo ba sbrallg '6do "旬、bd"IJ 氷砂糖

bre 
， 
pu‘ (一)升

'phred 'phred phe--'mphe--: 横-

'breg 'je l'ωω? 収穫する

'bro 'pli~ 1I1:? tche? 逃げる

bri p3'- 書く

f収穫する」の例では、mThachu方言の形式の初頭チ音に両容音が伴っていな

いが、母音+末子音の Jf~式は当該蔵文とよく 対応する。

2.そり舌化母青を含まないもの

蔵文 mThachu方青 語義

dpral 、hpa:

phrag -pha: je 

.'ibrul 、日b¥:l:

dbral -hpa? 

額

肩

蛇

裁断する

そり舌イヒ母音を含まないものとしては、「蛇Jを除き母音カ勺aJで実現されてお

り、対応するそり舌化母音が見られないことと関連があるといえる。

41.2.2 蔵文軟口蓋音字+足宇rの形式に対応するそり舌化母音

この場合は基本的に初頭子音が軟口蓋音/k_h， k， g/を含むものになる。
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1.そり舌化母音を含むもの

蔵文 mThachu方言 語義

gm ? 'k山‘r;ldz~lJ ひじ

gl'og ma 'ku~ m官 アリ

sgro bu 6g11~ WU  ボタン

gn 'kO'" ナイフ

gn gcag "kO'" t伊 包 「

khrid ・kh~? 導く

gru 'k回、 漕ぐ

dkrog '目。7 び、っくりする

'khrid 由。kh;r7 牽引する

gros byω 't<r to" '00 相談する

'klzrungs ・9kh田も 出産する

f びっくりするJr相談する」の例では、 mThachu万言の形式の初頭子音に軟

口葉音が伴っていないが、母音+末了・音の形式は当該蔵文と対応する。

2.そり舌化母音を含まないもの

蔵文 mThachu方言 語義

skr，α 、"ka 髪

khrag -k"a? 血

khra -k"a: 鷹

kltr; chag gdg -rl.;:) t手h旬 、ht~ l万

そり青イヒ母音を含まないものとしては、 r1万Jを除き母・音がlaJで実現されて

おり、対応するそり苫化母音が見られないことと関連があるといえる。

なお、[相談するJr 1万jの例(土、初頭子音がそり舌閉鎖音を形成している点で、

借用 した音形式であると考えられる。蔵文基字+足字rとそり舌閉鎖音という音対

応としては、後述の蔵文drを初頭子音とする形式の対応関係に認められるものであ

り、また多くのチベット語方言に認められる対応関係である。

4.2.3 上述以外の蔵文足字rの形式に対応するそり舌化母音

具体的には、蔵文dr，5rを含む対応関係が該当する。
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1.そり舌化母音を含むもの

蔵文 mThachu方言

dms nla ^l~~ ffil3 

'dre 'rtqd~: 

drud 'to": 

dri -ke? " t~ 

2.そり舌化母音を含まないもの

語義

円米

鬼

引きずる

尋ねる

蔵文 mThachu方言 語義

dre/ "[:H: ロ}¥

sran f1l.a hse: me 旦

drug ー[:>? 6 

bcu drug -heu'? q.J? 16 

drug cu "t:>: h跡1 60 

smb hS田:~u nm 1事い

srung hS:>刊 守る

dran 'te hka 思う

蔵文の初頭子音群drは基本的にそり舌閉鎖背に対応するという点で、蔵文前唇音

字/軟口葉音字+足字rの組み合わせとは異なる音対応を見せることになる。そして、

蔵文drの対応音がそり舌閉鎖音であってそり青破擦音でないことに注意が必要であ

る。mThachu}j言ではそり舌閉鎖背とそり舌破擦音が対立し、」ニ記 fl6Jが示すよ

うに、阿者の来j原は異なる。後者は蔵文c，ch，jを含むものに対応する210

4.3 蔵文基字/足字rをもたないものまたは蔵文非対応形式

ここでは、 mThachu方言でそり舌化母音をもつにもかかわらず、対応する蔵文形

式に基字/足字rをもたない例や、対応する蔵文がない例を示す。

蔵文 mThachu方言 語義

pus mo p̂e": mu ひざ

Ijid po 'Jì ct~()'" fie 重い

shi po bα "'~h;}" JPU wl3 死んだ

chab brom " t:eh 
f._'" b::r1) 

íß.~札 拭く

、htSer'fi¥"な 負う

2 1 これは Sellls-kyi~nyi.la下位)j言群に属する多くの}i雪が示す対応関係である。 鈴木 (2008)
参照。
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、fiWa:fìu~ 酔う

- 1cε;匝WÛ 脊根

「ひざ」の例は、そり舌化母音以外の分節音の特徴は蔵文と酷似している左見え

る。そり舌化の来源(ま不明である。

「重し、Jr死んだjの例もまた、そり号化母音以外の分節音の特徴は蔵文と近い

と考えられる。ただし、初頭子百'がそり苫音であることがそり舌化の特徴と何らか

の閲述性をもっているかもしれない。そうすると「氷Jr拭くjの例のそり舌化母音

も、初頭子音がそり舌音である ことと何らかの関係があるかもしれない。 しかしな

がら、上に述べた蔵文dr対応形式で初頭子音にそり舌背を含んでいるにもかかわら

ず母音がそり舌化 していない点から見ると 、よい解釈であるとはいえない。

「負う」の例iま、初頭子音が歯茎破擦音である ことを考えると、蔵文では 「歯茎

破擦音+足字けという組み合わせば存在しないので、 mThachu方言において独自

に発展した形式であると考えられる。

「酔う」の例は、徳欽県燕門郷で話される Sakar(燕門/斯眠)方言(得築徳欽方

言群雲嶺山脈酉音I~下位方言群ι属する)のrrarwol r酔うjよ関連があると見える。

Sakar方言・の形式をー穐の地域語と仮定すれば、この口語形式の初頭子音/げを蔵文基

字 rに対応する要点と見立てることができ、蔵文基字rの事例と酷似する対応、関係に

あることが分かる。

「青蝶Jの例は、上の「酔う」の例を参考にすると、迫慶州およびその周辺域に

分布するチベット言語諸方言に見られるrk~ r'd/といった形式22に関連性を求めること

ができる可能性が高い。

5 まとめ

本稿では、これまでに卜分知られていなかったMelung下位方言辞に属する mThachu

1J言のそり背化母音について詳しく音声記述を行い、その特徴を明らかにした。ぞ

れに加えて、そり舌化母音をもっ語と蔵文の対応関係を提示し、先行研究で知られ

ている Melung下位方言群の諸方言と同様 、蔵文去年字および足字のrとの対応関係を

示していることが分かった。その一方で、少数ではあるが、当該の蔵文rとは関わ

りの見られない形式も存在することが分かったo

Melung下位万言群の諸方言では、 m百la!chu方言のそり舌化ほ音に対応する形式に

ついて、そり舌化ではないさまざまな音勝機が見られるけれども、蔵文との比較を

通じてそれらが共通の来源すなわち母音に先行する rをもっていることが示された。

nこの形式についての詳細は、Suzukl(2009b:84)を参照。

-39ー



鈴木博之

付録:mTllachu方言の子音と声調

声門

? 

子音 (子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧)

蓋一口一
U

k

ι
へ一
認
可
一

硬口蓋

自

g 

Xh 

x 

d
M出十
品

ぜ

G 

'(. 

そり舌

d 
Il 
白

血

~ 

歯茎

'

t

J
n
u
k
uos
 

会
-
巴

隅一。p

b

s

z
h
l
 

b

・-‘.噌
E
d

n

、凶

付

I

円
リ

A
リ

ゅ

よ

ゆ

. 

z 

n 

n
・2
l
'
l

・

m 

m 

無声有気

無声無気

有声

無声有気

無声井~気

有声

無声有気

無声無気

有戸

有戸

無声

有声

盤声

~.声

閉鎖音

破擦音

摩擦音

鼻音

流音

、I
以上に加えて、 /fi、Vと /fi~/が認められる ロ

声調

4種の調類が認められ、それぞれ言語単位にかかる。

一:高平 ， .上昇 、:下降

半母音

ぬ:ーと昇下降
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résumé 

Voyelle rétroflexe dans le dialecte khams-tibétain 

de mTbachu [Weixiffacheng] 

-description et analyse phonétique-

Hiroyuki SUZUKI 

Le dialecte khams-tibétain de mThachu, parlé au village de Tachcng, district de Weixi, 

préfecture de Diqing en Chine, possède systématiquemellt une voyelle rétroflexe. Cet 

article présente des exemples de la voyelle rétro flexe avec une description phonétique 

détaillée, et en contraste avec le tibétain écrit. 

La rétroflexion du dialecte de mThachu sc réalise comme une aniculation secondaire 

vocalique selon laquelle la pointe de la langue se cambre contre la position postalvéo-

laire ou prépalatale (V·-). Il y a aussi dans plusieurs exemples une articulation secondai re 

double : une voyelle rétro flexe-vélrui sée (V"'~) . 

L'origine de la voyelle rétro flexe est le son correspondant à la lettre tibétaine ren tant 

que consonne centrale et liquide dans la majJorité d'exemples. 
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